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龍谷講座

仏教の歴史と環境問題
-1200年前から受け継ぐ未来へのバトン-

講座概要

時は平安時代。「植物は生命をもたないので伐採しても問題ない」
という立場が仏教界のグローバルスタンダードだった時代に、「植物
は人間と同じく生命をもつ存在ではないか」と疑問をもった人々がい
ました。今から約1200年前の日本で、なぜ植物の生命や殺生の問題が
クローズアップされたのでしょうか。

本講座では、本学心理学部の野呂靖准教授が、平安時代から紡が

れてきた日本人の環境に対する考え方について講演します。続いて、
本学経営学部の眞鍋邦大准教授も登壇し、食と農業の観点から現代

の環境問題等について紹介するとともに、過去から紡いできたバトン
を未来へどう託していくのか、本学の建学の精神でもある「浄土真宗
の精神」も踏まえながら対談します。

主催：龍谷大学龍谷エクステンションセンター（REC）
TEL:075-645-7892 E-mail：rec-l@ad.ryukoku.ac.jp

講演&対談 講師紹介

野呂 靖（龍谷大学心理学部准教授）

専門分野は、仏教学の「華厳思想」。中世の寺院で行わ
れていた「論義」や「談義」とよばれる相互のコミュニ
ケーションを重視した学習方法を研究。2011年度に龍谷
大学講師に就任。2017年度から准教授、2023年度から心
理学部へ。有志とともに「認定NPO法人、京都自死・自
殺相談センター“sotto”」を設立、理事をつとめる。

眞鍋 邦大（龍谷大学経営学部准教授）

東京大学経済学部、東京大学大学院卒業後、リーマン・ブラ

ザーズ証券など複数の外資系金融機関を経て、2012年に小豆

島（香川県）へUターン移住。同地で起業し、地域資源の活

用をテーマに「四国食べる通信」の立ち上げや地域活性化事

業などに携わった。神戸大学の特命講師を経て、2022年4月
より龍谷大学経営学部へ。学位は博士（農学）で、食・農・

ローカルの領域に研究と実務の両面からアプローチすること

をライフワークとしている。

開催日時：2025年3月29日(土) 15:00～16:30
開催場所：龍谷大学深草キャンパス

受講料 ：無料

申込方法：右記のQRコードより

お申し込みください。
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